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議事日程 

開会 令和２年５月１日（金）９時00分 

 開会の宣告 

 議長諸般の報告 

町長あいさつ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 発議第１号 議会運営委員（補欠委員）の選任について 

日程第４ 報告第１号 議会運営委員会委員長及び副委員長の互選結果の報

告について 

日程第５ 議案第１号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

町税条例等の一部を改正する条例） 

日程第６ 議案第２号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

日程第７ 議案第３号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

令和２年第２回阿武町議会臨時会 会議録 
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町介護保険条例の一部を改正する条例） 

日程第８ 議案第４号 令和２年度阿武町一般会計補正予算(第１回) 

 委員会付託 

日程第９ 議案第１号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

町税条例等の一部を改正する条例） 

日程第10 議案第２号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

日程第11 議案第３号 専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武

町介護保険条例の一部を改正する条例） 

日程第12 議案第４号 令和２年度阿武町一般会計補正予算(第１回) 

 

 

 

 

 

本日の会議に付した事件 

議事日程と同じ 
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出席議員（７名） 

 議席番号 

１番 市  原     旭 

２番 池  田  倫  拓 

３番 伊  藤  敬  久 

５番 清  水  教  昭 

６番 田  中  敏  雄 

７番 副議長         中  野  祥 太 郎 

８番 議 長         末  若  憲  二 

欠席議員     なし 

欠   員      １名 
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説明のため出席したもの 

町長 花  田  憲  彦 

副町長（総務課長事務取扱） 中  野  貴  夫 

教育長 能  野  祐  司 

まちづくり推進課長 藤  村  憲  司 

健康福祉課長 羽  鳥  純  香 

戸籍税務課長 工  藤  茂  篤 
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土木建築課長 高  橋  仁  志 

教育委員会事務局長 藤  田  康  志 

会計管理者 近  藤     進 

福賀支所長 佐  村  秀  典 

宇田郷支所長 水  津  繁  斉 

欠席参与    なし 

 

事務局職員出席者 

議会事務局長 俣  野  有  紀 

議会書記  矢  次  信  夫 
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開会 午前９時00分 

開会の宣告 

○議長（末若憲二） 全員ご起立をお願いします。 

互礼を交わします。一同礼。おはようございます。ご着席ください。 

〇議長 開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日から５月に入りました。昨年の５月１日は元号が令和に変わり、新天皇

が御即位された日であり、日本中に国民の祝賀ムードが満ち溢れていました。 

それから、１年経過した５月１日は、１月末からの新型コロナウイルス感染症

の猛威により、全国に緊急事態宣言が４月８日から５月６日まで発出されまし

た。これにより、密閉・密集・密接の３密をしないよう国民の移動が制限され

ています。これによって、日本は経済界をはじめ教育関係・スポーツ関係にも

大きな影響が出ています。また、現在はゴールデンウィークでありますが、帰

省もままならないといった事態が起こっています。また、学校関係では、今月

６日までの休校措置が、村岡県知事の発言により24日まで延長になり、阿武町

も小学校、中学校で24日まで休校となりました。全国的に子どもたちの教育に

影響が出ています。そんな中、全国知事会から、緊急事態宣言の延長と学校の

始業（入学式でありますが）を９月にしてはとの意見が出されました。安倍総

理の会見では、緊急事態宣言は延長の方針であるとの話があり、近日中には決

定の運びとなりそうです。また、学校の始業は、世界的にみると９月始業が多

いわけですが、それに伴う我が国の多くのシステム等を変えなくてはならない

と思いますので、なかなか厳しいと思います。しかしながら、変えるのであれ

ば、今がチャンスだと思います。いずれにしても、早くコロナウイルス感染症

の終息が待ち望まれますが、自分が感染しない、大事な人に感染させないよう
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に、今まさに、我々日本人が国を思う心が一つになることだと思います。一日

でも早く収まるために行動すべきだと強く思います。 

 そんな中、議員各位におかれましては、諸事ご多端の中を令和２年第２回阿

武町議会臨時会の招集にあたり、応召ご出席を賜り誠にありがとうございます。 

 本議会は、発議１件、報告１件、議案４件ではありますが、議員各位の慎重

なる審議をお願いいたしまして開会の挨拶といたします。 

 

○議長 本日の出席議員は、７人です。ただ今より令和２年第２回阿武町議会

臨時会を開会します。 

○議長 これより本日の会議を開きます。続いて議事に入ります。本日の議事

日程については、お手元に配布されているとおり、議案説明、委員会付託、討

論、採決です。 

議長諸般の報告 

○議長 これより日程に入るに先立ち、過ぐる３月３日開会の令和２年第１回

阿武町議会定例会以降、本日までの会議等を含め諸般の報告を行います。 

３月21日 みどり保育園卒園式が開催され、本職が出席しました。 

４月１日 阿武町立小中学校の教職員着任式が町民センターで開催され、本

職及び中野副議長が出席しました。 

４月３日 みどり保育園入園式が開催され、本職が出席しました。 

４月８日 阿武中学校の入学式が開催され、議員各位出席され祝意を述べら

れたことはご高承のとおりです。 

最後になりますが、同僚議員でありました小田高正氏から、過ぐる４月 24

日に一身上の都合により４月 30 日をもって議員辞職したい旨の辞職願の提出



令和２年第２回阿武町議会臨時会（第１号）                            令和２年５月１日 

－7－ 

がありました。閉会中でありましたので、地方自治法第 126 条の規定により同

日付で議長において辞職許可をいたし、本日、公職選挙法第 111 条の規定に基

づき、町選挙管理委員会に欠員報告をいたしたところです。ただ今、ご報告申

し上げますのは、会議規則第 99 条第２項の規定に、閉会中の辞職許可は次の

議会に報告しなければならないということになっておりますことから、本日改

めてご報告申し上げる次第であります。 

小田高正氏におかれましては、平成 25 年 11 月から２期目の途中であります

が、これまでに、国保運営協議会委員、議会運営委員長等の要職も務められ、

阿武町発展のためにご尽力されました。大変お疲れさまでございました。 

さて、これから当面は１名の欠員により７名の議会運営を余儀なくされる事

になります。町政発展のため、決意も新たに議員としての役割を果たしていか

なくてはなりません。今後とも皆様のご協力をお願い申し上げまして、諸般の

報告を終わります。 

 

町長あいさつ 

 

○議長 ここで、本臨時会の開会にあたり、町長があいさつを行います。町長。 

○町長 おはようございます。澄み渡る５月の空に、さわやかな風が吹き渡る

好季節となって参りました。議員の皆様方には、公私ともにご多繁の中を、本

議会臨時会にご出席を賜り、誠にありがとうございます。心から厚くお礼を申

し上げます。 

さて、連日のように新型コロナウイルスに関する報道が流れ、社会的にも、

各種の行事、イベントの中止や延期、学校の休業、また、事業活動等の低迷や

休業等により社会全体が機能停止の暗い状況が続いているところであります。 

こうした中、実は昨日大変嬉しい事が二つありましたので、この場を借りてご
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紹介を申し上げます。 

 まず、一つは、町内有志の方々から、手作りの布マスク約千枚の寄贈を受け

ました。これは、高齢者や子どもたちへマスクの手に入りにくい人に使ってほ

しいと、町内の婦人会をはじめ各種団体の女性部、或いは色々なグループ、ま

た、個人のボランティアさんたちが、一つひとつ真心を込めて手作りをしてい

ただいたもので、材料についても可能な限り、出し合って作っていただいたと

お聞きいたしました。実は、今、私が付けておるこのマスクもその一つであり

ます。町民の皆さんにこの事を広く知っていただくために、本日はあえてここ

に付けさせていただきました。そして、もう一つ、嬉しい事がありました。実

はこれも昨日でありますが、本町の奈古地区出身で、元役場職員をしておられ

た、現在は下関市在住の女性の方から、手作りのマスク50枚の寄贈を受けまし

た。これは、コロナ対策で尽力している行政機関等で利用してほしいとお送り

いただいたもので、今日後ろの参与が付けております色々なカラフルなものが

ありますけども、このマスクがそれであります。私も１枚、若干派手でありま

すがいただきました。なぜか副町長が同じような柄をしておってびっくりしま

したけども、まあそういう事であります。この他にも、町内企業からアルコー

ル消毒液が足りないだろうという事で１斗缶をいただいたり、さまざまな方か

ら色々な善意を受けております。私は、こうした心の通う善意を受けるたびに、

本当に阿武町の町民は素晴らしい人たちなんだろうと､心から思います。そし

てこの人たちのためにも、しっかりと町民に寄り添った行政をこれからも続け

ていかなければならないと改めて思う次第であります。 

さて、話を戻しますけども、この新型コロナウイルスは、昨年の12月に中国

の武漢で、原因不明の重篤な肺炎が発生し、その原因として、新しいコロナウ

イルスが検出された事が発端となり、ＷＨＯも、1月30日に新型コロナウイル

スによる肺炎を「国際的に懸念される公衆衛生の緊急事態」というふうに宣言
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し、これを受けて日本国政府も、２月１日に、感染症法に基づく「指定感染症」

及び、検疫法の「検疫感染症」に指定したところであります。そして、３月11

日には、ＷＨＯが、パンデミック（世界的大流行）を表明し、感染拡大阻止の

対策強化を促したところでありますが、その後も世界中の感染が急速に拡大し、

日本国内においても、都市部を中心として、感染源が不明な感染者や死者数が

日々増加しておる状況であります。また、これを受けて、感染者の爆発的な増

加の事態を回避するために、国内各事業者に対する「営業休止要請」をはじめ、

３密を避けるための自粛や、ステイホームなど、経済的な痛みを伴う自粛行動

が広く求められている事は、ご案内のとおりであります。この感染症は、国内

外の経済に甚大な影響をもたらしておりますが、世界経済は、戦後最大ともい

うべき危機に直面し、我が国においても、国難とも言うべき厳しい状況であり

ます。また、国内経済は、イベントの中止や外出の控えにより、消費者マイン

ドの悪化も相まって、未曾有の停滞に陥り、設備投資も中国経済の減速の影響

等の煽りを受けて、業況が悪化するなど、不確実性の大きさから、企業の投資

意欲をも萎縮させる要因ともなっているところでもあります。 

こうした中で、政府においては、経済対策として、感染症拡大の収束に目途

がつくまでの「緊急支援」、そして、収束後の反転攻勢に向けた、需要喚起と

社会変革の推進となる「Ｖ字回復」という、二つの段階が示されたところであ

ります。そして、この二つの段階を意識した上で、感染症拡大防止対策、医療

提供体制の整備、治療薬の開発をはじめ、雇用の維持と事業の継続支援の強化、

官民を挙げた経済活動の回復のほかに、将来を見据えた強靱な経済構造の構築、

更には、今後の備えとなる「予備費」の創設を５つの柱として、国民の命と生

活を守り抜き、新型コロナウイルス流行に伴う景気の落ち込みに対応するため、

企業への資金繰りの支援と家計への所得支援を軸に、過去最大規模の緊急経済

対策が実施されようとしているところであります。政府においては、地方にお
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ける取り組みを支援するために、地方が自らの判断で柔軟に使える「新型コロ

ナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金」の１兆円をはじめ、簡素な仕組み

で迅速かつ的確に家計への支援を行うため、給付対象者１人につき10万円、こ

れを支払う「特別定額給付金」、そして、売上額が前年同月比で50％以上減少

している場合、中堅・中小・小規模事業者に200万円、フリーランスを含む個

人事業主に100万円の給付を行う「持続化給付金」、更に、ハローワークでは、

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、事業活動の縮小を余儀なくされた

事業者が、労働者に対して一時的に休業、教育訓練、又出向を行い、労働者の

雇用維持を図った場合に、休業手当の一部を助成する「雇用調整助成金」など、

特例措置による大幅な拡充のほか、収入に相当の減少があった事業者の国税、

そして地方税及び社会保険料について、無担保かつ延滞金なしで１年間、納付

を猶予する制度の特例など、事業の継続支援や生活に困っている世帯や個人へ

の支援など、幅広い経済対策が打ち出されて来たところであります。 

また、山口県においても、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急経済対策

を盛り込んだ一般会計補正予算が打ち出され、休業要請に応じた事業所に、最

大30万円の協力金の支給をはじめ、売上が減った飲食店に一律10万円を補助す

るほか、中小企業制度金融の融資枠を、200億円から460億円に拡大するなど、

過去最大規模となる、686億円もの補正予算が編成されたところであります。 

本町においては、こうした国、県等の動向を注視し熟慮する中で、これまで

にも増して、地域に寄り添うことを第一に考え、いち早く、総合相談窓口の開

設をはじめ、商工会と一緒になって町内の61事業所に対して、新型コロナウイ

ルスによる売上等の影響等の訪問、或いは聞き取り調査を実施して参りました。 

その結果、飲食業や一部を除く小売業における売上の落ち込みが著しく、中に

は、売上が前年度の半分以下にまで減少している事業所も出て来ている実態が

浮き彫りとなり、私といたしましても、スピーディーでタイムリーな緊急経済
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対策を打ち出す必要性を強く感じたところであります。こうした中で、先月の

27日に開催した「新型コロナウイルス対策本部会議」において、管理職を中心

に様々な阿武町独自の支援策を持ち寄り、色々な角度から支援策等について協

議し、そして、その日の午後からは、その結果をタタキ台として、銀行の支店

長、郵便局長、商工会の会長、支部長、そして支所長、更には道の駅支配人や

社会福祉協議会等の皆さんにもお集まりいただいて、各種支援対策についての

公聴会を実施したところであります。また、こうした中、昨日には、萩阿武商

工会から、町内商工業者への緊急経済対策の一環として、雇用の維持や事業継

続に関する４つの要望書もいただいたところでありまして、私もしっかりと要

望をお聴きしたところであります。 

今回の補正は、こうした経緯や結果を踏まえ、町を経由する国、県の支援策

とともに、阿武町独自の５本の緊急経済対策を含めて補正予算として計上させ

ていただきました。 

ここで、その今日ご提案するものの中の、主な５つの町独自の支援策の概略

を申し上げます。 

まず、１つ目の「新型コロナウイルス感染症対応緊急資金の融資保証及び利

子補給」については、441万６千円を計上いたしたところであります。この支

援策については、経営に支障が生じている事業に、いち早く資金が調達できる

よう、既に３月から取扱いを行っているもので、新型コロナウイルス感染症に

より事業活動に影響のあった中小企業者に対して、諸経費の支払いや事業経営

安定化に必要な資金の融資を行うため、融資限度額が１千万円、融資利率は年

1.5％で、保証料を全額町が負担すると共に、金融機関へ支払った３年分の利

子を全額町が補助するものであります。 

２つ目の「事業継続緊急支援給付金」については、１千200万円の計上で、

これは国の「持続化給付金」に上乗せする形で、新型コロナウイルス感染症の
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影響により、年間売上50万円以上の事業者を対象に、売上が前年同月比30％以

上減少、又は国の緊急事態宣言を受け、一定日数、休業に協力された方を対象

に、事業継続を下支えし再起の糧として広く使えるものとして、法人について

は20万円、個人事業者については10万円の給付金を、国に先がけて支給しよう

とするものであります。 

３つ目の「がんばる事業所応援補助金」は、200万円の計上で、これは、町

内で飲食業を営んでいる事業者で、最近１カ月の売上が前年同月比で20％以上

減少し、店内で新たにテイクアウトやデリバリーの導入等により、新たな販路

の開拓などの取り組みに対して補助するもので、補助率は10分の10、上限は１

事業者あたり10万円で、６月末までを対象期間とするものであります。 

４つ目の「新型コロナウイルス感染症対策備品等購入費補助金」も200万円

の計上で、これは、事業所が新型コロナウイルス感染症予防対策のため、備品

の購入や設備の設置に対する補助金で、補助率は10分の９、上限額は30万円と

いたしました。 

最後に、５つ目の「新型コロナウイルス感染症対策申請業務サポート補助金」

については、50万円の計上でありますが、これは雇用調整助成金の申請等が大

変複雑といわれておりますが、事業者の負担軽減のため、萩阿武商工会阿武支

所が、中小企業診断士や社会保険労務士などの専門家に依頼して、申請書類作

成などの支援業務を行う事に対する補助金で、上限を50万円として補助するも

のであります。 

以上が、阿武町独自の緊急経済対策として計上させていただいたものであり

ますが、この他にも国、県においては、「無利子融資」をはじめ、「雇用調整助

成金」の拡充、個人事業主に100万円、法人で200万円の「持続化給付金」、山

口県独自の「一律給付金」のほかに、生活の立て直しが必要な方に対する「総

合支援資金」など、大規模な支援策が打ち出されているところであります。 
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こうした中で、今臨時会における補正予算の最大のものが、家計への支援を

行うため、国が実施する「特別定額給付金」で、４月27日の時点で、住民基本

台帳に記載されている町民の方、1人ひとりに対して、一律10万円を支給する

ものであります。この給付金につきましては、安倍総理も「５月中の出来るだ

け早い時期を目標に給付の開始を」と、発言されているところであり、私とい

たしましても、小回りのきく町の特性を最大限に活かして、１日も早く、困っ

ていらっしゃる町民の方々のお手元に現金が届くよう、最大限の努力をするよ

う職員に対して指示を出したところであり、本来ならば４市１町のクラウドを

使った電算処理で対応するわけでありますが、今回は、１日でも早くという事

で、職員に独自処理の方向で取組をさせ、その結果、昨日４月30日には、発送

の準備が整い、夕方には、奈古郵便局と福賀郵便局に、町内全戸に対する申請

書の郵送を依頼し、早いところでは本日、明日には、殆どのご家庭に申請書が

届く手はずとなっているところであります。そして、交付申請手続きにつきま

しては、１日でも早く町民の皆さんのお手元に届くよう、明後日３日の日曜日

から、６日までのゴールデンウィークの期間中についても、本庁及び各支所に

職員を配備して、申請書の受付窓口を開設し申請書の受付を行って、多分、県

内でも早い方と思いますが、早ければ５月８日の金曜日から、順次、各個人の

口座への振り込みが開始できるのではないかというふうに思っております。 

いずれにいたしましても、新型コロナウイルスの感染症拡大という未曾有の

事態に対して、阿武町からの感染者は絶対に出さないという強い意思と、オー

ル阿武町による一体感をもって、この難局を乗り越えて行くと共に、今、現に

困っている事業者の方や個人の方々に対して、スピーディーに対応し、長期戦

も視野に入れながら、これからも必要な方に必要な支援がタイムリーにできる

よう最大限努めて参る所存でありますので、議員各位におかれましてもご理解

ご協力を宜しくお願い申し上げます。 
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それでは、本臨時会に審議をお願いいたします議案４件につきまして、その

概要を、簡単にご説明を申し上げます。 

まず、本日の議案は４件でありますが、議案第１号から第３号までは、税条

例、国民健康保険税条例、介護保険条例に係る専決処分で、法律及び関係政令

の改正等に伴い、いずれも今年３月31日に公布、４月１日施行となったため、

３月31日付けで専決処分を行いましたので、これを報告し承認を求めるもので

あります。次に、議案第４号「令和２年度阿武町一般会計補正予算（第１回）」

につきましては、全て新型コロナウイルス感染症関連の補正予算で、補正額は

３億5,123万4,000千円の増額で、補正後の歳入歳出予算の総額は、38億3,623

万4,000円となります。なお、歳出の主なものは、民生費で、町民１人ひとり

に10万円を給付する「特別定額給付金」３億2,250万円のほか、商工費で、先

ほど申し上げました５本の阿武町独自の経済対策に係る給付金等で、計2,091

万6,000円の計上であります。 

以上で、本日の議案４件の概要について、ご説明申し上げましたが、詳細に

つきましては、後ほど担当参与から説明をいたさせますので、ご審議の上、ご

議決賜りますよう、お願いを申し上げまして、開会にあたりましてのご挨拶に

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長 以上で、町長のあいさつを終わります。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長 これより日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本日の会議録

署名議員は、会議規則第126条の規定により、議長において、２番、池田倫拓

君、３番、伊藤敬久君を指名します。 

日程第２ 会期の決定 
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○議長 日程第２、会期の決定を議題とします。 

会期については、本日８時30分より議会運営委員会が開催され協議がなされ

ました。協議の結果はお手元に配布の議事日程のとおりです。本臨時会の会期

につきましては議事日程のとおり、本日１日としたいと思いますが、これにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって会期は、本日１日と決定しました。 

日程第３ 発議第１号 

○議長 日程第３、発議第１号、議会運営委員（補欠委員）の選任について、

を議題とします。職員をして議案を朗読させます。議会事務局長。 

○議会事務局長 議案書の１ページをお願いします。発議第１号、議会運営

委員（補欠委員）の選任について、阿武町議会委員会条例第５条の規定により、

議会運営委員を次のとおり選任する。内容についてご説明いたします。冒頭の

議長の諸般の報告にもございましたように、小田高正氏の辞職に伴い、議会運

営委員に欠員が生じております。現在の委員は、池田倫拓委員、市原 旭委員、

清水教昭委員の３人ですが、阿武町議会委員会条例第１条第１項の規定により、

委員会の定数は４人とされておりますので、補欠委員を選任するものです。       

なお、補欠委員の任期は、前任者の残任期間となります。以上で説明を終わり

ます。 

○議長 ここで会議を閉じて、暫時休憩をいたします。休憩の間に全員協議会

及び議会運営員会を開催します。では委員会室の方へお願いします。 
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  休  憩   ９時 35分 

 （この間、全員協議会、議会運営委員会） 

  再  開   ９時 57分 

 

○議長 休憩を閉じて会議を再開いたします。 

発議第１号、議会運営委員（補欠委員）の選任につきましては、阿武町議会

委員会条例第５条第１項の規定により、中野祥太郎君を指名したいと思います

が、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり。） 

○議長 全員ご異議なしと認めます。よって、議会運営委員(補欠委員)は、議

長指名のとおり選任することに決定しました。   

日程第４ 報告第１号 

○議長 日程第４、報告第１号、議会運営委員会委員長及び副委員長の互選結果に 

ついて、を議題といたします。職員をして、朗読をさせます。議会事務局長。  

○議会事務局長 議案書２ページをお願いします。報告第１号、議会運営委員会の 

委員長及び副委員長の互選結果の報告について、阿武町議会委員会条例第６条の 

規定により、議会運営委員会の委員長及び副委員長の互選結果を報告する。ただ 

今、議会運営委員会が開催され、委員会の互選により、委員長に池田倫拓議員、副 

委員長に清水教昭議員が選任されましたのでご報告いたします。なお、委員長及び 

副委員長の任期は委員の任期となります。以上で説明を終わります。 

○議長 以上で、報告第１号を終わります。ここで、10分間休憩をいたします。 

   休  憩    ９時 58分 

   再  開   10時 06分 
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○議長 休憩を閉じて、会議を続行いたします。 

日程第５ 議案第１号から日程第８ 議案第４号 

○議長 続きまして、日程第５、議案第１号、専決処分を報告し承認を求める

ことについて（阿武町税条例等の一部を改正する条例）から日程第８、議案第

４号、令和２年度阿武町一般会計補正予算（第１回）までを一括議題とします。

まず、議案第１号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町税条

例等の一部を改正する条例）について、執行部の説明を求めます。戸籍税務課

長。 

○戸籍税務課長 それでは議案書の３ページをお願いいたします。議案第１号、

専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町税条例等の一部を改正す

る条例）についてご説明いたします。専決処分につきましては、４ページ、令

和２年３月31日付け専決処分書でございます。専決事件は、阿武町税条例等の

一部を改正する条例です。専決事由といたしまして、地方税法等の一部を改正

する法律（令和２年法律第５号）及び関係政令等が令和２年３月31日に交付、

同年４月１日から施行されるため同年３月31日をもって専決処分を行いまし

たので、これを報告し承認を求めるものでございます。改め文につきましては、

５ページから15ページまで、それから、16ページから85ページまでは新旧対照

表になっております。説明につきましては、別冊、お手元にご配布しておりま

す議案説明資料（別紙資料）に基づきましてご説明させていただきます。別紙

資料をお願いします。まず１ページ目でございますが、阿武町税条例等の一部

を改正する条例の概要説明です。主要項目の概要説明を順にご説明いたします。

まず、最初の主要項目でありますが、固定資産税所有者不明土地等に係る固定

資産税の課税への対応についてであります。概要説明ですが、所有者不明土地
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等に係る固定資産税の課税上の課題に対応するため、登記名義人等が死亡して

いる場合に、現所有者に、賦課徴収に関し必要な事項について申告させること

ができることの制度化、及び、課税の公平性の観点から、固定資産の使用者を

所有者とみなして課税することができる制度への拡大で、施行はこの４月１日

でございます。まず、これの第１点目でございますけど、現に所有している者

（相続人等）の申告の制度化でありますが、登記簿上の所有者が死亡し、相続

登記がされるまでの間における現所有者（通常は相続人）に対し、氏名・住所

等を申告させることができることとする新設規定の整備であります。これにお

いて、現行では、固定資産税の納税義務者は原則として登記簿上の所有者であ

り、登記上の所有者が死亡し相続登記等がなされる間においては、現に所有し

ている者、つまり相続人に課税をすることとなっております。相続人である納

税義務者、これの把握はこれまであくまで任意の調査、申し出によるものであ

りましたが、今回、これが制度化され、必要に応じてですが賦課徴収に関し必

要な事項について申告させることができるとされたものです。次に、これの２

点目、使用者を所有者とみなす制度の拡大であります。事前に使用者に対して

通知した上で、使用者を所有者とみなして固定資産税課税台帳に登録し、固定

資産税を課することができることとする制度拡大であります。現行法では、使

用者に固定資産税を課することはできない、つまり所有者課税が原則、震災等

の場合を除くということでございますが、しかし、これにつきましては、税の

公平性の観点から、例えば使用者があって、所有者と同等に使用している場合

等において、その使用者に、ただしあくまで所有者でないという場合でありま

すが、その使用者に所有者とみなして課税することができることとするという

改正でございます。適用は令和３年度分以降の固定資産税についての適用であ

ります。続きまして次ページをお願いいたします。次ページ、次の２番目の主

要項目でありますが、個人住民税、未婚のひとり親に対する税制上の措置等で
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あります。未婚のひとり親に対する税制上の措置及び寡婦（寡夫）控除の見直

し等であります、概要説明ですが、いわゆる全てのひとり親家庭に対して公平

な税制を実現する観点から、現代社会において現行制度にあうと言われており

ます婚姻歴の有無に不公平及び男性のひとり親と女性のひとり親の間の不公

平を同時に解消するための措置であります。婚姻歴の有無や性別に係わらず、

生計を一にする子を有する単身者につきましては、同一の控除（控除額30万円）

を適用する改正で、令和３年度分以降の住民税から適用とすることとなってお

ります。これの１点目として、寡婦控除の見直しですが、現行の住民税の寡婦

控除は、未婚のひとり親というものはこれまで対象にはなく、また女性の場合

は配偶者と死別及び離別の場合に、そして男性の場合は配偶者と死別、離別の

場合でありかつ扶養の子どもを有する場合に限り控除の適用があるものであ

ります。これにつきまして、今回の改正は、これに男女を問わず、また未婚、

婚姻歴の有無を問わず全ての未婚のひとり親として制度設計をし直すもので

あります。そして、さらにその控除額を同額とする事、また女性だけにありま

した所得制限無しで適用される事の改正、これが改正の主体であります。本制

度改正により、いわゆる死別、離別､未婚についてこれらをひとくくりとし、

ひとり親という事になります。次に、これの２点目ですが、この寡婦控除の見

直しを踏まえ、個人住民税の人的非課税措置、つまり一定の所得以下の場合住

民税を非課税とする措置につきまして、ひとり親を適用対象とする改正であり

ます。次の説明図その１は控除の見直しの説明、次ページの説明図その２は制

度設計の見直しについての説明であります。ご参照いただければと思います。

次の３つ目の主要項目でありますが、町たばこ税、いわゆる軽量な葉巻たばこ

の課税方式の見直しであります。軽量な葉巻たばこにつきましては、紙巻きた

ばこと同等の課税とするという事であります。概要説明でございますが、たば

こ税の見直し（軽量な葉巻たばこ）という事で、紙巻きたばこに類似したいわ
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ゆるリトルシガーのような軽量葉巻たばこが流通しておりますが、これについ

て、紙巻きたばこと同等の税負担となるよう税率を設定する、いわゆる重量比

例課税から本数課税とする改正であります。なお、軽量葉巻たばことは、１本

あたりの重量が１グラム未満の葉巻たばこをいうものであります。内容につき

ましては、軽量な葉巻たばこの最低税率の設定では、現状では葉巻たばこ、軽

量な葉巻たばこを含め全ての葉巻たばこにおいて、共通でございますが、１本

の重量に比例して税率が決められております。今回の改正では、軽量葉巻たば

このうち、軽量葉巻たばこについては１本の重さに関係なくこれを紙巻きたば

こ１本に換算する事とするものでございます。そして、その改正を２段階実施

するものであります。次ページは、参考説明図として、その１はたばこ課税方

式の制度改正について、下の説明図その２は現在継続中のたばこ税の段階的引

き上げ措置について全体構成を説明したものです。以上が、今回の改正の主要

項目についての説明であります。次に、同資料の６ページからは説明資料の２

番目としておりますが、以下、今回の一部改正条例案を改正条項別に説明した

もので、これについての詳細説明は省略いたします。なお、同資料の９ページ

の一番上、説明欄に改元対応とあり、以下改元対応についての記載がございま

す。また、13ページ下段にも同様の附則第８条による改正から附則第11条まで

の改正がございますが、これらは全て改元対応による元号整備となっておりま

す。以上で説明を終わります。 

○議長 続いて、議案第２号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿

武町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）、について執行部の説明を求

めます。戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長 議案書86ページをお願いいたします。議案第２号、専決処分

を報告し承認を求めることについて（阿武町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例）について説明いたします。専決処分書につきましては87ページでご
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ざいます。令和２年３月31日付け専決処分でございます。専決事件は、阿武町

国民健康保険税条例の一部を改正する条例であります。専決事由といたしまし

て、ここでも地方税法等の一部を改正する法律(令和２年法律第５号)及び関係

政令等が令和２年３月31日に公布、同年４月１日から施行されるためでござい

ます。改め文につきましては88ページ、新旧対照表は89ページ以降でございま

すが、説明につきましては先ほどの議案説明資料終わりあたりの14ページ、15

ページにより説明をさせていただきます。別紙説明資料でございますが、改正

概要でございます。まず、第２条は政令改正に伴うもので、医療給付等が増加

する中保険料負担の公平性確保等の観点から、基礎課税額に係る課税限度額を

61万円から63万円に、介護納付金課税額に係る課税限度額を16万円から17万円

にそれぞれ引き上げるものであります。これにより課税限度額は、基礎課税額

63万円、後期高齢者支援等課税額が据え置きの19万円、介護納付金課税額が17

万円となるものであります。次に第23条でありますが、これも政令改正に伴う

もので、経済動向等を踏まえ一定の所得以下の世帯の保険料負担軽減を図る観

点から、この軽減判定基準を見直す、いわゆる拡大するものであります。具体

的には、５割軽減の対象となる所得の算定において、被保険者の数に乗ずべき

金額を現28万円から28万５千円に、また、２割軽減の対象となる所得の算定で

は、同現行51万円を52万円に、それぞれ引き上げるものであります。最後に、

附則第４項及び第５項は、地方税法附則第36条の改正に伴う規定の整備であり

ます。具体的には、低未利用地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課税の

特例の創設に係るものであり、土地基本法等の一部を改正する法律に関連する

ものでありますが、本適用は都市計画区域においてのみ該当するもので、具体

的には本町では改正内容は直接は該当はございません。改正点につきましては

以上で、次ページは今説明しました内容の補足資料でございます。以上で説明

を終わります。 
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○議長 続いて、議案第３号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿

武町介護保険条例の一部を改正する条例）について執行部の説明を求めます。

健康福祉課長。 

○健康福祉課長 議案書の93ページをお願いします。議案第３号、専決処分を

報告し承認を求めることについて（阿武町介護保険条例の一部を改正する条

例）について説明します。今回の一部改正は、介護保険法施行令及び介護保険

の国庫負担の算定等に関する政令の一部を改正する政令（令和２年政令第999

号）が令和２年３月30日に公布され、同年４月１日から施行されることとなっ

たため、令和２年３月30日付けで専決処分を行いましたので、これをご報告し

承認を求めるものです。94ページに専決処分、95ページに改正条文、96ページ

が新旧対照表となっておりますが、別紙の参考資料により説明させていただき

ます。参考資料Ａ４版の横長でございます。令和元年10月の消費税率10％への

引き上げに伴い実施される事とされていました減額賦課について、令和元年度

においては完全実施までの１／２の減額幅の基準を定めておりました。このた

び令和２年度からの消費税率10％引き上げの満年度化に伴い、保険料軽減を完

全実施する事となるため、当該減額に係る基準を定めるものです。参考資料の

表にありますように、参考資料の右側の第７期保険料のところでございます。

括弧の中が平成32年度となっておりますが、第７期が平成30年度からのもので

すので、この時点では平成32年度となっておりますが令和２年度とお読み替え

ください。参考資料の表にありますように、所得段階が第１段階の方につきま

しては、令和元年度は基準額×0.375が今年度は基準額×0.3、年間保険料が

20,340円に、第２段階の方については、基準額×0.625が基準額×0.5で、年間

保険料が33,900円に、第３段階の方については、基準額×0.725が基準額×0.7

で、年間保険料が47,460円にそれぞれ減額強化される事となります。なお、今

回の一部改正により減額となる保険料ですが、第１段階が対象者226人、第２
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段階が250人、第３段階が181人の計657人を見込んでおりまして、総額で791万

5,000円の減額となりますが、３／４を国県の補助金で賄われる事となってお

ります。95ページの附則をお願いします。第１条は施行期日で、この条例は令

和２年４月１日からの施行となります。第２条は経過措置で、改正後の阿武町

介護保険条例第４条の規定は、令和２年度分の保険料から適用し、平成31年度

以前の年度分の保険料については、なお従前の例による旨の規定です。以上で

説明を終わります。 

○議長 続いて、議案第４号、令和２年度阿武町一般会計補正予算（第１回）、

について説明を求めます。副町長。 

○副町長 議案第４号、令和２年度阿武町一般会計補正予算(第１回)について

ご説明いたします。議案書の97ページをお願いいたします。今回の補正額は、

予算総額に３億5,123万4,000円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を38億

3,623万4,000円とするものです。なお、歳入歳出予算補正につきましては、別

冊補正予算書の第１表のとおりであります。以上で説明を終わります。 

○議長 続いて、説明をお願いいたします。説明は８ページ、歳出からお願い

します。２款総務費から、副町長。 

 （副町長、一般管理費、財産管理費について説明する。） 

○議長 続いて、健康福祉課長。 

 （健康福祉課長、特別定額給付金給付事業費、特別定額給付金給付事務費、

子育て世帯臨時特別給付金給付事業費、子育て世帯臨時特別給付金給付事

務費について説明する。） 

○議長 続いて、まちづくり推進課長。 

 （まちづくり推進課長、商工政策費について説明する。） 

○議長 続いて、副町長。 

 （副町長、災害対策費について説明する。） 
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○議長 以上で、歳出を終わります。続いて、歳入に入ります。６ページ、14 

款国庫支出金から、副町長。 

 （副町長、歳入について説明する。） 

○議長 以上で議案説明を終わります。 

日程第８ 委員会付託  

○議長 日程第８、委員会付託を行います。 

お諮りします。ただ今議題となっております議案第１号から議案第４号につ 

いては、会議規則第39条第１項の規定により、一括して阿武町行財政改革等特 

別委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 （「異議なし」という声あり。） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第４号について 

は、阿武町行財政改革等特別委員会に付託することに決定しました。ここで、 

行財政改革等特別委員会のため、暫時休憩いたします。この後、10分休憩をい 

たしまして、10時50分より阿武町行財政改革等特別委員会が開催されますので、 

資料を持って委員会室の方へ集まってください。 

 

  休  憩   10時 40分 

 （この間、阿武町行財政改革等特別委員会） 

  再  開   12時 15分 

 

○議長 休憩を閉じて、会議を続行いたしますが、12時をまわっておりますが、

もうしばらく会議をやりたいと思います。 

日程第９ 議案第１号から日程第11 議案第３号  
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○議長 続きまして、日程第９、議案第１号、専決処分を報告し承認を求める

ことについて（阿武町税条例等の一部を改正する条例）から、日程第11、議案

第３号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町介護保険条例の

一部を改正する条例）までを一括議題とします。 

まず、特別委員会に付託されました議案３件について、委員長の報告を求め

ます。特別委員会委員長、ご登壇ください。 

○特別委員会委員長（市原 旭） それでは、行財政改革等特別委員会に付託

されました議案第１号から議案第３号までの３件について、審議の内容と結果

を報告いたします。 

議案第１号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町税条例等

の一部を改正する条例）の審議に入りました。今回の改正は、所有者不明土地

等に係わる固定資産税の課税について、現に所有している者及び使用者を所有

者とみなし納税義務者とすることができることとすること、そして、未婚のひ

とり親に対する税制上の措置及び寡婦（寡夫）控除の見直し等、また、たばこ

税における課税方式の見直しが主な改正の内容であるとの説明を受け質疑に

入りました。固定資産税について、所有者が亡くなられて家が空き家になり誰

も相続手続きをせず放置されている場合どのように対応しているかという質

問がありましたが、それに対し執行部より適切な答弁があり、他に質疑もなく

原案のとおり承認すべきものと決しました。続いて、議案第２号、専決処分を

報告し承認を求めることについて（阿武町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例）の審議に入りました。今回の主な改正は、基本課税額に係わる課税限

度額及び介護納付金課税額に係わる課税限度額の引き上げ、並びに被保険者均

等割額の軽減措置の見直しが主な改正の内容であるとの説明を受け質疑に入

りました。慎重審議を行いましたが、質疑もなく原案のとおり承認すべきもの

と決しました。続いて、議案第３号、専決処分を報告し承認を求めることにつ
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いて（阿武町介護保険条例の一部を改正する条例）の審議に入りました。今回

の改正は、消費税増税に伴う低所得者層に対する介護保険料の軽減を行うもの

であるとの説明を受け質疑に入りました。慎重審議を行いましたが、特に質疑

もなく原案のとおり承認すべきものと決しました。以上で、行財政改革等特別

委員会に付託されました議案第１号から議案第３号までの３件について、審議

の内容と結果の報告を終わります。 

○議長 以上で委員長の報告を終わります。続いて、ただ今の委員長報告に対

する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 （「なし」という声あり。） 

○議長 質疑なしと認めます。続いて、討論に入ります。討論は議案第１号か

ら議案第３号まで一括して行います。一括して討論はありませんか。 

 （「なし」という声あり。） 

○議長 討論なしと認め、これより採決に入ります。採決は１議案ごとに行い

ます。 

 まず、議案第１号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町税

条例等の一部を改正する条例）についてお諮りします。本案に対する委員長の

報告は原案承認です。委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」という声あり。） 

○議長 全員ご異議なしと認めます。よって議案第１号は、委員長報告のとお

り承認されました。 

 次に、議案第２号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例）についてお諮りします。本案に対す

る委員長の報告は原案承認です。委員長報告のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

 （「異議なし」という声あり。） 
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○議長 全員ご異議なしと認めます。よって議案第２号は、委員長報告のとお

り承認されました。 

 次に、議案第３号、専決処分を報告し承認を求めることについて（阿武町介

護保険条例の一部を改正する条例）についてお諮りします。本案に対する委員

長の報告は原案承認です。委員長報告のとおり決することにご異議ありません

か。 

 （「異議なし」という声あり。） 

○議長 全員ご異議なしと認めます。よって議案第３号は、委員長報告のとお

り承認されました。 

日程第12 議案第４号  

○議長 日程第12、続いて、議案第４号について委員長の報告を求めます。特

別委員会委員長、ご登壇ください。 

○特別委員会委員長 それでは、議案第４号、令和２年度阿武町一般会計補正

予算（第１回）の審議の内容と結果の報告をいたします。 

まず、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策において、国が国民１人あた

り10万円を給付する特別定額給付金交付事業の事業実施主体が市町村になっ

た事に伴う生活支援に係わるもの、そして、経済対策として国、県が実施する

事業並びに阿武町が独自に実施する事業に係わるもの、最後に税制上の対策に

係わるもの、という事で執行部より詳しく丁寧に説明がありました。国、或い

は町の支援対策についてその周知の方法についてお尋ねがありました。まず、

広報無線で行うというような答弁がありました。続いての質問は、本当に急ぐ

困窮者に早く支給を差し上げる事が出来ないかといった質疑、質問がありまし

た。それに対し、出来るだけ早急な対応を心がけているが、公正公平が原則で
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ある。今回、金融機関の対応も連休明けとなると思われるが、町としては、す

ぐにでも対応したいという思いから、５月末支給といった時間が発生してしま

うクラウドシステムの利用をせず、町独自の対応で昨日中に郵送を行い、最短

の書類対応をしてきたつもりでいる、といった事の答弁を受けました。他にも

質疑はありましたけれども、執行部より丁寧な説明があり、原案のとおり可決

すべきものと決しました。以上で、議案第４号について審議の内容、結果の報

告を終わります。 

○議長 以上で委員長の報告を終わります。続いて、ただ今の委員長報告に対

する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 （「なし」という声あり。） 

○議長 質疑なしと認めます。続いて、討論に入ります。最初に、本案に反対

の討論のある方の発言を許します。反対討論はありませんか。 

 （「なし」という声あり。） 

○議長 反対討論なしと認めます。次に、本案に賛成の討論のある方の発言を

許します。賛成討論はありませんか。 

 （７番、中野祥太郎議員「はい」という声あり。） 

○議長 はい。７番、中野祥太郎君、ご登壇ください。 

○７番 中野祥太郎 令和２年度阿武町一般会計第１回補正予算がこの度阿

武町議会臨時会に上程され、行財政改革特別委員会で慎重審議がなされました。

その内容等を鑑み、私の所見を述べ賛成討論を行います。今回上程された一般

会計補正予算は、新型コロナウイルス対策への迅速な対応を図るべく、家計へ

の支援となる国の特別定額給付金を始め、阿武町独自の５つの経済対策が盛り

込まれた積極予算となっております。阿武町では２月３日に新型コロナウイル

ス対策本部が設置されるとともに、町長を本部長として情報の収集に努められ、

児童・生徒や住民の安全を守るために、学校の休業や公共施設の休館等の指示、
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また町長自らケーブルテレビや防災無線で直接呼びかけをされ、住民の安全安

心に努められております。４月に入り、全国に広がる自粛ムード等により移動

制限や、消費低迷を受けて阿武町においても飲食業の方々を中心に影響が出始

めるとともに、特に、４月16日の安倍総理の新型コロナウイルスの感染拡大を

防ぐための緊急事態宣言が全国に広がった事を受けて、道の駅阿武町も休業を

余儀なくされ、また、苦渋の選択で、テナント各店への休業要請もされたとこ

ろであります。このほか、自主的な休業をされた方も多くありますが、この間、

商工会と一体となって事業所の訪問、電話の聞き取りで60余りの事業所のヒア

リングを実施され、こうした町内の窮状を把握されたとお聞きしております。 

今回の補正予算は、こうした大変厳しい事業者等の状況の中で、新型コロナ

ウイルス対策本部や新型コロナウイルスに係わる執行部での政策決定会議で

の検討、また、新型コロナウイルスに対する阿武町独自支援事業に係わる公聴

会議での意見を踏まえて策定されたものであり、このような現状下、住民の生

活を支えていくためには、何よりスピード感のある対策を行う事が大事でござ

います。町では、特別定額給付金の申請書の発送を本日行い、３日からゴール

デンウィークの中ではありますが、職員が張り付き本庁及び支所を開庁し、受

付事務を行われると伺っております。また、支給については県内でもいち早く

８日から行われるとの事で、小さな町ならではの、正にこれは、「打てば響く」

スピード感ある対応であると思っております。このほか、本日の補正予算に計

上された阿武町単独の施策についても、事業者へのヒアリングや公聴会の結果

打ち出され、要綱作成後に直ちに受付を開始し、対応するとの事でありました。 

こうした迅速かつ休日返上の取組、国の施策が分かりにくい中、また、厳しい

財政事情の元ではありますが、阿武町単独で事業者支援のため2,091万6,000円

にも上る補正予算を計上された事に対して、深く敬意を表する次第でございま

す。従って、行財政改革等特別委員会で出されました各種意見等も考慮され、
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本予算案を承認する事に賛成いたします。議員各位におかれましても承認に賛

同されます事をお願いいたします。 

以上、令和２年度一般会計補正予算の賛成討論を終わらせていただきます。 

○議長 他に討論はありませんか。 

 （「なし」という声あり。） 

○議長 他に討論ないようですので、これをもって討論は終わります。続いて、

採決を行います。議案第４号、令和２年度阿武町一般会計補正予算（第１回）

についてお諮りします。議案第４号について委員長の報告は原案可決です。委

員長報告のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

 （「挙手」全員。） 

○議長 お下ろしください。挙手全員です。よって議案第４号は、委員長報告

のとおり可決されました。 

以上で、今期臨時会に付議されました案件は全て議了しました。 

以上で、本日の全日程を終了しました。これにて、令和２年度第２回阿武町

議会臨時会を閉会します。 

全員ご起立をお願いします。一同礼。お疲れさまでした。 

 

閉 会  12時32分 
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地方自治法第123条第２項の規定により署名します。 

 

阿武町議会議長 末 若 憲 二

阿武町議会議員 池 田 倫 拓

阿武町議会議員 伊 藤 敬 久

 


